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内容 
ここでは、ボタンを作って、繰り返しプレイできるようにします。 

ボタン(Button)を作る。 
ヒエラルキーで、Create→UI→Buttonと選択します。 
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ボタンの位置を調整する。 
赤枠をクリックし、左下を選択します。 
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リトライ(Retry)の文字に変更する。 
①三角マークをクリックし、Textを選択します。 

  

②インスペクターで、Textの中身を、Retryと変更します。 
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masterにボタンを入れる変数を作る。 
masterに、下の赤線部分を追加します。 

  

追加した変数にボタンを入れる。 
①ヒエラルキーで、Masterを選択します。 
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②Buttonを新しく作った変数に代入します。 

  

masterスクリプトを編集する。 
①Startの中に、赤線部分を追加します。 

  
②Updateの中に、赤枠部分の3行を追加します。 
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ボタンを押したときに呼ばれる関数を作る。 
①masterの上部に、赤線の1行を追加します。 

  
②Update関数の下に、Retry関数を追加します。 
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ボタンをRetry関数に紐づける。 
①Buttonを選択します。 

  
②インスペクターで、On Clickの部分の「＋」をクリックします。 
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③Masterをインスペクターの図の位置へDDします。 

  

④No Functionをクリックし、master→Retry()の順に選択します。 

  

これで完成です。実行してみましょう。 
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